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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当行グループの当第３四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、経常収益は、役務取引等収益やその

他経常収益が増加したものの、貸出金利息の減少などから資金運用収益が減少したことや、その他業務収益が減少

したことなどにより、前年同四半期比４億63百万円減少の161億３百万円となりました。経常費用は、営業経費が

増加したものの、預金利息の減少などから資金調達費用が減少したことや、その他業務費用が減少したことなどに

より、前年同四半期比10億31百万円減少の122億86百万円となりました。 

 以上の結果、経常利益は、前年同四半期比５億68百万円増加の38億17百万円となりました。 

 親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期比５億66百万円増加の27億45百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期連結会計期間末における連結財政状態につきましては、総資産は１兆5,164億61百万円（前年度末

比689億91百万円増加）、純資産は838億98百万円（前年度末比30億63百万円増加）となりました。主要科目につき

ましては、貸出金は１兆101億58百万円（前年度末比202億16百万円増加）、有価証券は3,499億93百万円（前年度

末比39億94百万円減少）、預金等（預金＋譲渡性預金）は１兆3,836億48百万円（前年度末比631億６百万円増加）

となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成30年３月期通期の業績予想（単体・連結）につきましては、平成29年11月10日の「平成30年３月期 第２四

半期（中間期）決算短信」で公表いたしました業績予想から変更はありません。 

 

㈱大光銀行（8537）平成30年３月期 第３四半期決算短信

－2－



２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

現金預け金 79,035 125,064 

商品有価証券 476 13 

金銭の信託 3,000 8,039 

有価証券 353,987 349,993 

貸出金 989,942 1,010,158 

外国為替 2,360 1,957 

その他資産 6,182 6,888 

有形固定資産 14,873 15,868 

無形固定資産 841 757 

繰延税金資産 70 59 

支払承諾見返 2,244 2,600 

貸倒引当金 △5,544 △4,940 

資産の部合計 1,447,470 1,516,461 

負債の部    

預金 1,271,463 1,306,233 

譲渡性預金 49,077 77,414 

コールマネー及び売渡手形 785 452 

借用金 20,100 34,456 

外国為替 0 － 

社債 3,000 － 

その他負債 13,276 5,064 

賞与引当金 639 320 

役員賞与引当金 22 17 

退職給付に係る負債 1,118 483 

睡眠預金払戻損失引当金 167 162 

偶発損失引当金 181 134 

利息返還損失引当金 10 6 

繰延税金負債 2,818 3,487 

再評価に係る繰延税金負債 1,727 1,727 

支払承諾 2,244 2,600 

負債の部合計 1,366,634 1,432,562 

純資産の部    

資本金 10,000 10,000 

資本剰余金 8,208 8,208 

利益剰余金 46,663 48,916 

自己株式 △549 △466 

株主資本合計 64,321 66,658 

その他有価証券評価差額金 13,884 14,470 

土地再評価差額金 2,556 2,556 

退職給付に係る調整累計額 △444 △294 

その他の包括利益累計額合計 15,995 16,732 

新株予約権 163 128 

非支配株主持分 354 379 

純資産の部合計 80,835 83,898 

負債及び純資産の部合計 1,447,470 1,516,461 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

経常収益 16,566 16,103 

資金運用収益 12,493 12,131 

（うち貸出金利息） 9,500 9,083 

（うち有価証券利息配当金） 2,937 2,988 

役務取引等収益 1,751 1,874 

その他業務収益 1,735 930 

その他経常収益 586 1,166 

経常費用 13,317 12,286 

資金調達費用 521 424 

（うち預金利息） 424 383 

役務取引等費用 1,317 1,369 

その他業務費用 1,184 51 

営業経費 9,818 10,000 

その他経常費用 475 440 

経常利益 3,249 3,817 

特別損失 11 61 

固定資産処分損 11 59 

減損損失 － 1 

税金等調整前四半期純利益 3,238 3,755 

法人税、住民税及び事業税 615 632 

法人税等調整額 428 352 

法人税等合計 1,044 984 

四半期純利益 2,193 2,770 

非支配株主に帰属する四半期純利益 14 25 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,179 2,745 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 2,193 2,770 

その他の包括利益 △1,109 736 

その他有価証券評価差額金 △1,267 586 

退職給付に係る調整額 157 150 

四半期包括利益 1,084 3,507 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,069 3,481 

非支配株主に係る四半期包括利益 14 25 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。 

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

  該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

  該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更）

  該当事項はありません。 

 

（会計上の見積りの変更）

  該当事項はありません。 
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３．補足情報

平成30年３月期 第３四半期決算説明資料 

 

（１）損益状況（単体） 

 

●コア業務純益は、役務取引等利益が増加したものの、資金利益が減少したことや経費が増加したことなどにより、

前年同四半期比４億50百万円減少の25億17百万円となりました。

●業務純益（一般貸倒引当金繰入前）は、前年同四半期比76百万円減少の33億10百万円となりました。 

●経常利益は、実質与信関係費用が減少したことや、株式等関係損益が増加したことなどにより、前年同四半期比５

億39百万円増加の37億43百万円となりました。 

●四半期純利益は、前年同四半期比５億58百万円増加の27億17百万円となりました。 
 

（単位：百万円） 
 

 
平成30年３月期
第３四半期
（Ａ）

平成29年３月期
第３四半期
（Ｂ）

増減
（Ａ）－（Ｂ）

（参考）
平成30年３月期

通期予想

業 務 粗 利 益

（ コ ア 業 務 粗 利 益 ）

12,963

（12,170）

12,837 

（12,417） 

126

（△247）
 

  資 金 利 益 11,687 11,950 △263  

  役 務 取 引 等 利 益 467 403 64  

 
そ の 他 業 務 利 益

（ う ち 国 債 等 債 券 関 係 損 益 ）

809

（793）

483 

(419） 

326

（374）
 

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ） 9,652 9,450 202  

  人 件 費 5,282 5,312 △30  

  物 件 費 3,703 3,593 110  

  税 金 667 543 124  

業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 3,310 3,386 △76  

  （ コ ア 業 務 純 益 ） （2,517） （2,967） （△450）  

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ① － － －  

業 務 純 益 3,310 3,386 △76  

臨 時 損 益 432 △182 614  

  う ち 不 良 債 権 処 理 額 ② 248 314 △66  

  う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ③ 435 87 348  

  う ち 偶 発 損 失 引 当 金 戻 入 益 ④ 28 － 28  

  う ち 償 却 債 権 取 立 益 ⑤ 191 186 5  

  う ち 株 式 等 関 係 損 益 200 76 124  

経 常 利 益 3,743 3,204 539 4,280

特 別 損 益 △61 △11 △50  

税 引 前 四 半 期 純 利 益 3,682 3,193 489  

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 624 603 21  

法 人 税 等 調 整 額 340 430 △90  

法 人 税 等 合 計 964 1,033 △69  

四 半 期 純 利 益 （ 当 期 純 利 益 ） 2,717 2,159 558 3,000

（参考） 

実質与信関係費用(①+②-③-④-⑤) △407 39 △446  

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２．増減欄の計数は、表上の数値による計算結果を表示しております。 

３．平成30年３月期の通期予想は、平成29年11月10日に公表した数値であり変更はありません。 

４．コア業務粗利益＝業務粗利益－国債等債券関係損益 

５．コア業務純益＝業務純益－国債等債券関係損益＋一般貸倒引当金繰入額 
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（２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示 

 

●金融再生法ベースの不良債権額は、単体・連結ともに前年同四半期末比31億円減少し、単体が237億円、連結が238

億円となりました。

●不良債権比率は、単体・連結ともに前年同四半期末比0.39ポイント低下し、単体が2.33％、連結が2.34％となりま

した。

 

【単体】   （単位：億円）  （参考）（単位：億円） 
 

  平成29年12月末 平成28年12月末   平成29年９月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 53 55   50 

危険債権 176 200   180 

要管理債権 7 12   8 

  小 計   （Ａ） 237 268   239 

正常債権 9,937 9,598   9,888

  合 計   （Ｂ） 10,174 9,866   10,128

不良債権比率（Ａ）／（Ｂ） 2.33％ 2.72％   2.37％ 

 

【連結】   （単位：億円）  （参考）（単位：億円） 
 

  平成29年12月末 平成28年12月末   平成29年９月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 53 56   50

危険債権 176 200   180 

要管理債権 7 12   8 

  小 計   （Ａ） 238 269   240 

正常債権 9,946 9,607   9,897

  合 計   （Ｂ） 10,185 9,876   10,137

不良債権比率（Ａ）／（Ｂ） 2.34％ 2.73％   2.37％ 
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（３）自己資本比率（国内基準） 

 

●平成29年12月末の自己資本比率（国内基準）［速報値］は、単体・連結ともに9.31％となりました。いずれも規制

値（４％）を大きく上回り、十分な水準を維持しております。 

 

【単体】 （単位：億円） （参考）(単位：億円) 
 

 
平成29年12月末 
［速報値］ 
（Ａ） 

平成28年12月末 
 

（Ｂ） 

増減 
 

（Ａ）－（Ｂ） 
  平成29年９月末 

(1）自己資本比率 (2)／(3) 9.31％ 9.84％ △0.53％   9.65％ 

(2）自己資本 ①－② 690 692 △2   706 

  コア資本に係る基礎項目 ① 693 695 △2   709 

  コア資本に係る調整項目 ② 3 2 1   3 

(3）リスク・アセット 7,415 7,038 377   7,311 

(4）総所要自己資本額 (3)×４％ 296 281 15   292 

 

【連結】 （単位：億円） （参考）(単位：億円) 
 

 
平成29年12月末 
［速報値］ 
（Ａ） 

平成28年12月末 
 

（Ｂ） 

増減 
 

（Ａ）－（Ｂ） 
  平成29年９月末 

(1）自己資本比率 (2)／(3) 9.31％ 9.83％ △0.52％   9.65％ 

(2）自己資本 ①－② 692 694 △2   707 

  コア資本に係る基礎項目 ① 696 697 △1   711 

  コア資本に係る調整項目 ② 3 2 1   3 

(3）リスク・アセット 7,438 7,062 376   7,334 

(4）総所要自己資本額 (3)×４％ 297 282 15   293 

 

㈱大光銀行（8537）平成30年３月期 第３四半期決算短信

－9－



（４）時価のある有価証券の評価差額 

 

●時価のあるその他有価証券の評価差額は、単体・連結ともに206億円の評価益となりました。 

 

【単体】   （単位：億円）  （参考）    （単位：億円） 
 

    平成29年12月末 平成28年12月末   平成29年９月末 

   
時価 

評価差額 
時価 

評価差額  
時価 

評価差額 

      うち益 うち損   うち益 うち損     うち益 うち損 

その他有価証券 3,468 206 220 14 3,614 219 235 16   3,426 190 205 14 

  株 式 100 70 70 0 93 63 64 0   97 66 66 0 

  債 券 2,323 51 51 0 2,737 72 75 2   2,392 54 54 0 

  そ の 他 1,043 84 98 13 784 82 96 14   936 70 83 13 

（注）１．「評価差額」及び「含み損益」は帳簿価格（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上してお

ります。 

２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。子会社・関連会社株式は該当がないため記

載しておりません。 

    （単位：億円）  （参考）    （単位：億円） 
 

    平成29年12月末 平成28年12月末   平成29年９月末 

   
帳簿 
価格 

含み損益 
帳簿 
価格 

含み損益  
帳簿 
価格 

含み損益 

      うち益 うち損   うち益 うち損     うち益 うち損 

満期保有目的の

債券
20 △0 0 0 49 1 1 0   21 △0 0 0 

 

【連結】   （単位：億円）  （参考）    （単位：億円） 
 

    平成29年12月末 平成28年12月末   平成29年９月末 

   
時価 

評価差額 
時価 

評価差額  
時価 

評価差額 

      うち益 うち損   うち益 うち損     うち益 うち損 

その他有価証券 3,468 206 220 14 3,614 219 235 16   3,426 190 205 14 

  株 式 100 70 70 0 93 63 64 0   97 66 66 0 

  債 券 2,323 51 51 0 2,737 72 75 2   2,392 54 54 0 

  そ の 他 1,043 84 98 13 784 82 96 14   936 70 83 13 

（注）１．「評価差額」及び「含み損益」は帳簿価格（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上してお

ります。 

２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。子会社・関連会社株式は該当がないため記

載しておりません。 

    （単位：億円）  （参考）    （単位：億円） 
 

    平成29年12月末 平成28年12月末   平成29年９月末 

   
帳簿 
価格 

含み損益 
帳簿 
価格 

含み損益  
帳簿 
価格 

含み損益 

      うち益 うち損   うち益 うち損     うち益 うち損 

満期保有目的の

債券
20 △0 0 0 49 1 1 0   21 △0 0 0 

 

㈱大光銀行（8537）平成30年３月期 第３四半期決算短信

－10－



（５）預金等、貸出金の残高（単体） 

 

●預金等（預金＋譲渡性預金）の残高は、新潟県内を中心に前年同四半期末比439億円増加し、１兆3,836億円となり

ました。 

●貸出金の残高は、事業者向け貸出金及び消費者ローンの増加などにより前年同四半期末比311億円増加し、１兆104

億円となりました。 

 

    （単位：億円）  （参考）（単位：億円） 
 

  平成29年12月末 平成28年12月末   平成29年９月末

預 金 等 （ 末 残 ） 13,836 13,397   13,476 

  う ち 新 潟 県 内 12,326 11,948   12,015 

  う ち 個 人 9,670 9,594   9,563 

貸 出 金 （ 末 残 ） 10,104 9,793   10,055 

  う ち 新 潟 県 内 6,851 6,806   6,844 

  う ち 消 費 者 ロ ー ン 2,883 2,801   2,855 

（注）預金等＝預金＋譲渡性預金 

 

（６）預り資産（末残）の状況（単体） 

 

●預り資産の残高は、投資信託や保険が順調に増加した結果、全体では前年同四半期末比51億円増加し、1,283億円と

なりました。 

 

    （単位：億円）  （参考）（単位：億円） 
 

  平成29年12月末 平成28年12月末   平成29年９月末

預 り 資 産 1,283 1,232   1,271 

  投 資 信 託 417 397   407 

  公 共 債 166 197   176 

  保 険 699 637   687 

 

以  上
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